
決算書掲載頁　P209

消防団員の機能維持。
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細事業：消防団活動振興事業 04事業
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2

直営 平成13年度

消防団員

消防団活動には家族の理解が不可欠であるため、全国的にも家族の買い物割引等、様々な消防団家族優遇の試みが
広がっている中、非常に好評を得ている本市家族感謝会の必要性は、今後更に高くなると言える。
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象
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１　消防団員家族への日頃の労に感謝するため、家族感謝会を実施する。
２　各消防団屯所において、屯所・車庫の清掃及び車両の整備清掃を毎月１回実施する。目

標

一人あたり

世帯あたり 135
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消防団員の健康の保持及び公務災害の未然防止。
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細事業：消防団員健康診断事業 03事業
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直営 昭和61年度 河内長野市消防団員の健康管理に関する要綱

消防団員

必要不可欠な事業として継続する。
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消防団員２４５名に対し、健康診断を実施する。
目
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一人あたり

世帯あたり 60
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細事業：消防団活動振興事業                                  

 社会環境の変化（少子高齢化による若年層の減少、就業構造の変化、地域社会への帰属意識の希薄化等）から、

全国的に消防団員数の減少が続く中、消防団員の処遇改善や活動環境の向上が大きな課題となっている。本市にお

いては、定数はほぼ満たしてはいるものの、生業を有しながらも犠牲的精神に基づき、危険を伴う消防団活動に従

事している消防団員の活動環境をよりよくするため、消防団員からなる消防団活動振興会に下記事業を委託し、消

防団活動の振興を図った。 

 

１．消防団事業 

  消防団員は災害現場でスムーズな活動や指揮または、消防本部との連携がとれるよう各種訓練を実施するとと

もに、財団法人大阪府消防協会が主催する各種研修に積極的に参加した。 

  また、消防団の活動態勢を最善な状態に維持するため、毎月１回、消防団屯所１５施設における消防団保有機

械器具の点検整備及び清掃を行った。 

 

２．福利厚生事業 

  消防団員が消防団活動に従事すれば、家族にも当然負担が生じるものであり、消防団員が消防団活動を続けら

れるのは家族の理解があってこそである。このようなことから、消防団員家族への日頃の労に感謝するため、９

月に家族２４５人を観劇に招いた。 

 

 

細事業：消防団員健康診断事業                     

 消防団員の健康の保持と公務災害の未然防止を図るため、河内長野市消防団員の健康管理に関する要綱に基づき

行う本事業は、全ての消防団員が年に１回健康診断を受診できるよう、生業を休む日曜日において下記生活習慣病

検診項目を受診し、その結果再検診が必要な団員は二次検診を受けた。 

 なお、本市消防団は、消防団員全員の約１０％にあたる２６名が６５才以上であり、また全体の平均年齢は全国

値と比較し例年８～１０才程度高齢であることなどから、日常における健康管理の意識を高めることが本市におい

ては特に重要であり、本事業は不可欠なものとなっている。 

  

    健康診断項目 

     ・身体計測 

     ・理学的検査               

     ・胸部エックス線間接撮影          

     ・胃部エックス線間接撮影       

     ・血圧測定                     

     ・心電図検査 

     ・尿検査 

     ・血液検査                                          


